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はじめに

本資料は、お客さまや株主をはじめとする皆さま方に、経営効率化の状況や収支

実績等をご紹介することを目的に取りまとめたものです。

ご高覧いただき、当社事業についてご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。

平成２３年４月

四国電力株式会社
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戦略配分ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ※２ 3,471億円3,000億円以上

7,413億円7,300億円以上キャッシュフロー

数値目標（連結）
[平成18～22年度]

１.９億ｋＷｈ
＜ 累計 10.1億ｋＷｈ ＞

平成２２年度末 25.4％

４.３％
＜ 平均 ３.８％ （4.0%※１）＞

平成22年度 実績

<   >内は５年間平均または累計

5年間で１０億ｋＷｈ電力販売拡大

２５ ～３０％自己資本比率

平均 ４.0％以上
Ｒ Ｏ Ａ

［総資産営業利益率］

１．中期経営構想 数値目標の達成状況
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平成平成 平成

8.2

ＲＯＡの推移ＲＯＡの推移ＲＯＡの推移 自己資本比率の推移自己資本比率の推移自己資本比率の推移 電力販売拡大の推移電力販売拡大の推移電力販売拡大の推移

※ 平成18年度からの累計

家庭用電化

業務用電化

自家発買電
切替等

◇ 中期経営構想（平成18～22年度）におけるＲＯＡ、自己資本比率、電力販売拡大、キャッシュフロー

の数値目標については、概ね達成することができました。

※1.  （ ）は、19年度の減価償却制度の変更影響を除く場合のＲＯＡ
2.「戦略配分キャッシュフロー」 ＝「 キャッシュフロー」 －「 維持更新投資」 －「 有利子負債削減」

10.1
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２．効率化に向けた取り組み 2
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◇ 修繕費（販売電力量あたり）の推移

◇ 設備投資額の推移 (附帯事業を含む)

平成

平成

その他

原子燃料

送変配電

電源

◇ 当社は、安全・安定的かつ低廉、環境への負荷の少ない電気をお届けできるよう、中長期を見据えた

効率的な設備形成とその安全・安定運用に努めております。

►設備投資

平成２２年度は、伊方発電所の中央制御盤

取替工事の反動減や坂出発電所のＬＮＧ導入

工事の終了などで低水準にとどまり、６００

億円となりました。ピーク時の平成４年度に

比べると、４割弱の水準になっております。

今後は、設備の高経年化対策などに対処し

ていく必要がありますが、計画的で効率的な

設備形成に努めることで、７００億円程度の

投資水準を維持してまいります。

►修繕費

平成２０～２２年度平均の販売電力量あた

りの修繕費は、２.３円となりました。ピーク

時の平成３～５年度平均と比べると、８割弱

の水準になっております。

今後とも、高い供給信頼度を維持しながら、

効率化に弛みなく取り組むことで、引き続き、

現状水準の維持に努めてまいります。

（想定）（想定）

（想定）
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２．効率化に向けた取り組み 3

►電気料金への反映

当社は、経営全般にわたる効率化の成果を

平成８年以降、通算７回にわたって電気料金

に反映し、低廉な価格の実現に努めてまいり

ました。

平成２３年度については、経営環境が不透

明ではありますが、経営全般にわたる効率化

を進めていくことで、当面は現行の電気料金

水準を維持していきたいと考えております。

►原子力発電所の安全・安定運用

伊方発電所の設備利用率は、定期検査の実

施等による変動はあるものの、概ね８０％を

超える水準を安定的に維持しており、今後と

も、安全・安定運転の継続に努めてまいりま

す。

特に今回の東日本大震災を踏まえ、新しく

得られた知見については、安全対策にしっか

りと反映させてまいります。

86.8
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70

80

90

100

13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 （年度）

（％）

◇ 伊方発電所の設備利用率の推移

平成

◇ 平均電気料金（１kWhあたり）の推移

平成
６年度

８年１月 10年２月 12年10月 14年10月 17年４月 18年７月 20年９月

21.15円

平成
22年度

15.91円

３
４

約

料金見直しの実施

（想定）（想定）

注.上記は、各年度の電気料金収入（電灯料・電力料）を販売電力量で除した値

をグラフ化したもの
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３．環境特性に優れたＬＮＧの導入 4

◇ 当社は、 CO2排出量の削減や既設火力発電所の経年化対策を進める観点から、坂出発電所に、石油・

石炭に比べてCO2排出量が少ないＬＮＧ（液化天然ガス）の導入を計画的に進めております。

約43%約57%熱効率※

汽力発電ｺﾝﾊﾞｲﾝﾄﾞｻｲｸﾙ発電発電方式

石油, ｺｰｸｽ炉ｶﾞｽLNG使用燃料

35万kW28万kW級定格出力

<参考> 既設２号機新２号機

◇ 坂出発電所新２号機の概要

※低位発熱量基準：燃料の発熱量から水分の蒸発量を予め差し引いた発熱量
(低位発熱量)を基準に算定した発熱量

◇ 坂出発電所新２号機計画地点

香川県

坂出市

1000m

瀬
戸
大
橋

番の州緑町

ＬＮＧ基地

番の州町

当社
坂出発電所

5000

２号機

計画地点

►導入実績

これまでに、４号機（35万kW）のＬＮＧ

への燃料転換と１号機（29.6万kW）のＬＮ

Ｇコンバインドサイクル発電へのリプレース

が完了し、ともに、平成２２年度から、営業

運転を開始いたしました。

►今後の計画

２号機について、現行の石油・コークス炉

ガスを燃料とする汽力発電から、ＬＮＧを燃

料とする高効率コンバインドサイクル発電

（28万kW級）へのリプレースを予定してお

ります。

昨年４月から環境アセスメント手続きを進

めており、平成２６年３月の工事着工、平成

２８年１１月の営業運転開始を目指しており

ます。
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４．電力販売面での取り組み 5

その他

負荷平準化対策

設備保全対策

省エネルギー対策

平成

◇ 技術サポート活動の実施状況

►ソリューションサービスの展開

当社グループが保有する技術力・ノウハウを活用し、生産設備・照明設備の省エネ提案や劣化機

器取替による設備効率の改善など、お客さまが直面する様々な技術的課題に対してより良い解決策

を提案する「技術サポート活動」に積極的に取り組んでおります。

こうしたソリューションサービスは、お客さまからも高評価をいただいており、着実に成果を上

げています。平成２２年度の提案件数は２,２３０件にのぼり、うち、約９００件の提案が採用され

ました。
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４．電力販売面での取り組み 6

►業務用分野での電化

ヒートポンプ技術を活用した空調・給湯や

電化厨房などの電気式システムの優位性をオ

フィスビルや商業施設、学校、病院などに訴

求し、導入拡大に努めております。

平成２２年度の業務用電化開発容量は、

４.２万kW増加し、平成１８年度からの累計

で約１８万kWの増加となりました。

◇ 電化住宅採用戸数►家庭分野での電化

調理、給湯、冷暖房など、ご家庭での全て

の熱源を電気でまかなう電化住宅は、幅広い

層のお客さまからご支持を頂いており、四国

地域において、新設住宅着工戸数に占める電

化住宅の採用割合は、５割を超えています。

平成２２年度の採用戸数は、３.１万件と

なり、平成１８年度からの累計で約１４万戸

の増加となりました。
平成

※新築のほかリフォーム等も含む

◇ 業務用・産業用電化開発容量

4.23.83.9
3.3

2.7

0

1

2

3

4

5

6

18 19 20 21 22
(年度)

(万kW)

平成

5年間累計目標

16万戸以上

5年間累計目標

23万kW以上

業務用電化開発容量
業務用・産業用
電化開発容量

23～27

23～27

新設住宅着工戸数に占める
電化住宅採用割合

注.平成22年度の電化住宅採用割合は、平成23年2月末時点
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５．新たな事業領域への挑戦 7

◇ ＬＮＧ販売の概要

坂出ＬＮＧ

基地

坂出ＬＮＧ㈱が運営
[当社出資比率70%]

四 国 電 力
坂 出 発 電 所

地元ガス会社

お 客 さ ま

[一般の工場等]

ガス導管を通して送出

ローリーで輸送

◇ 海外ＩＰＰプロジェクトの概要

ソハール2バルカ3

11%（持分 各8.2万kW）5%（持分13.7万kW）出資比率

合計 約17億米ドル約39億米ドル総事業費

平成25年4月から15年間平成23年3月から25年間操業期間

各 74.4万kW273万kW発電設備

･発電ﾌﾟﾗﾝﾄの新設, 運営
･電力の販売

･発電･造水ﾌﾟﾗﾝﾄの新設, 運営
･電力, 水の販売

事業内容

オマーン国カタール国
ラスラファンC

◇ 『暮らしを支えるマルチユーティリティー企業グループ』の実現に向けて、四国地域を基盤にエネル

ギー、情報通信、ビジネス・生活サポートの３分野において、よんでんグループの総合力を最大限に発

揮し、新たな付加価値の創出に取り組んでおります。

►ＬＮＧ販売事業

昨年３月の坂出ＬＮＧ基地の運転開始に伴

い、地元ガス会社への卸供給や大口のお客さ

まへのＬＮＧ販売を本格的に開始しました。

平成２２年度は約７万トンを販売しており、

今後１～２年のうちに、１０万トン/年の販

売量を達成したいと考えております。

►海外事業

電力に関する技術コンサルティング事業や

発電（ＩＰＰ）事業は、グループが保有する

ノウハウや人財などの経営資源を有効活用で

きるとともに、収益基盤の拡大に繋がる有望

分野として、取り組んでおります。

このうち、海外ＩＰＰ事業では、カタール、

オマーンで計３プロジェクト（当社持分３０

万kW）に参画しており、平成２３年３月か

らは、カタールの「ラスラファンＣ発電・造

水プロジェクト」が操業を開始しております。
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５．新たな事業領域への挑戦 8

◇ ピカラ光サービス 累計契約口数の推移

※1．PFI事業
公共施設の整備事業におい て、民間が資金を調達し、 設計・建設を
行うとともに、施設の維持管理・運営等も一括して行う事業手法

2．指定管理者制度
自治体が所有する公共施設の管理・運営について、外郭団体や民間企
業等に包括的に代行させる制度

◇ 介護付有料老人ホームの運営状況

アミーユよんでん高知(高知市)新規

アミーユよんでん栗林(高松市)

㈱よんでん

ライフケア

が運営

アミーユよんでん道後(松山市)
既設

ピカラ光ねっと
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ

ピカラ光ねっと
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ

ピカラ光サービス

ピカラ光でんわ
ＩＰ電話

ピカラ光でんわ
ＩＰ電話

ピカラ光てれび
多ﾁｬﾝﾈﾙ放送

ピカラ光てれび
多ﾁｬﾝﾈﾙ放送

（想定）

平成

►情報通信事業

大容量・高速の光通信サービスを提供する

ＦＴＴＨ事業については、情報と通信を一体

的に提供できる(株)ＳＴＮｅｔが中心となり、

個人向けの「ピカラ光サービス」を四国の４

県都を中心に展開しております。

契約数は、順調に拡大しており、平成２２

年度末には１１万件に達しました。平成２３

年度は、さらに約２万件の増加をはかり、単

年度の黒字化を目指しております。

►ビジネス・生活サポート事業

グループで培った技術力や信用力を活かし、

ＰＦＩ事業※1や指定管理者制度※2の受託な

どの自治体関連事業および介護事業など、地

域のビジネスやお客さまの暮らしに密着した

多様なサービスを展開しております。

介護事業では、現在２ヵ所で介護付有料老

人ホームを運営しており、新たに高知市でも

平成２４年３月を目途に開設する計画として

おります。

13
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６．グループブランドの維持・高揚に向けた取り組み 9

Ⅰ 電力の安定供給の遂行

Ⅱ コンプライアンスの推進

Ⅲ 環境保全活動の推進

Ⅳ 開かれた経営の実践

Ⅴ お客さま志向の徹底

Ⅵ 従業員活力の維持・向上

Ⅶ 地域共生活動の推進

◇ ＣＳＲ活動の７つの柱

◇ さまざまな事業活動を通じて、これまで築き上げてきた地域社会、お客さま、株主の皆さまとの信頼

関係をより強固なものとし、｢安心と信頼のよんでんグループブランド｣の維持・高揚に努めております。

►法令遵守・企業倫理の徹底

皆さまから一層信頼される企業づくりに向

けて、グループ社員一人ひとりが法令を遵守

し、企業倫理を徹底するとともに、透明性が

高く、開かれた事業活動を遂行することを基

本方針とする「よんでんグループ行動憲章」

を定め、７つの柱からなるＣＳＲ活動に取り

組んでおります。

►情報開示の徹底と対話活動の充実

地域の皆さまと信頼関係を構築するには、

タイムリーで適切な情報開示が不可欠です。

当社では、全国に先駆けて、伊方発電所で透

明性の高い情報公開制度「伊方方式」を導入

し、情報開示の徹底に努めております。

また、対話活動にも力を入れており、定期

的にお客さま懇談会や電力アドバイザー会議

を開催しているほか、施設見学会や学校での

出前エネルギー授業なども実施しております。
電力アドバイザー ※を対象とした施設見学

※電力アドバイザー ･･･お客さまに当社のアドバイザーになって
いただき、会議や施設見学会等を通じて
ご意見やご要望をいただく取り組み
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７７．収支の状況．収支の状況
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10

平成 平成

◇ 収支の状況については、電力販売面での取り組みや経営全般にわたる効率化を継続的に推進すること

などにより、安定した利益水準を確保しています。

連 結 収 支 単 独 収 支

（年度）
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＜参考＞＜参考＞過去５年間の収支実績過去５年間の収支実績
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4,676

1,327

101
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4,978

202

331

4,444

２１

5,3595,8075,6185,298計

255212230209そ の 他 収 益

経 常 利 益

計

そ の 他 費 用

支 払 利 息

修 繕 費

減 価 償 却 費

購 入 電 力 料

燃 料 費

人 件 費

地帯間・他社販売電力料

電 灯 電 力 料

574659597477

7541,1171,082803

経
常
費
用

474763721552

4,6294,8314,6674,536
経
常
収
益

662645607628

755677711763

654769618595

２２２０１９平成１８年度

1,4301,4041,4591,435

98113145192

402

4,896

428419396

4,9305,3885.222

（億円）

（注）億円未満は切り捨て表示。

69

93

79.6

79.2

（▲4.2％）

27,496

２１

（＄／ｂ）

（円／＄）

（％）

（％）

（百万kWh）

84917964原 油 Ｃ Ｉ Ｆ

86101114117為 替 レ ー ト

90.984.586.883.0原 子 力 利 用 率

（5.8%）

29,100

（▲1.9％）

28,701

(3.9%)

29,269

(0.7%)

28,161

(対前年度伸び率)

電 灯 電 力 量

92.898.075.297.1出 水 率

２２２０１９平成１８年度

◇ 収支実績［単独］

◇ 主要諸元

11

192 208268242258当 期 純 利 益
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